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2014年度 連結決算の概要

■ 経営成績

過去最高の連結売上高・利益を更新

総資産は75億円増加し、1,000億円超となった。

■ 財政状態

2013年度 2014年度 前年度比

売上高 93,758百万円 93,833百万円 0.1％増

営業利益 7,988百万円 9,298百万円 16.4％増

経常利益 8,346百万円 9,544百万円 14.3％増

当期純利益 4,814百万円 5,635百万円 17.0％増

■ 配当金

１株につき中間１０円・期末１０円の年間２０円

４期連続の増収増益
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連結業績の推移

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

実績 実績 実績 実績 増減額 増減率

売上高 84,762 86,097 93,758 93,833 75 0.1%

売上原価率 71.3% 71.0% 69.0% 68.0% ▲1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

売上総利益 24,340 24,934 29,043 30,001 958 3.3%

販管費 20,062 20,413 21,054 20,702 ▲ 352 ▲ 1.7%

営業利益 4,277 4,520 7,988 9,298 1,310 16.4%

経常利益 4,522 4,855 8,346 9,544 1,197 14.3%

5.3% 5.6% 8.9% 10.2% 1.3ﾎﾟｲﾝﾄ

4,138 4,736 8,214 9,496 1,281 15.6%

当期純利益 1,787 2,881 4,814 5,635 820 17.0%

１株当たり
当期純利益 （円） 29.62 47.76 79.83 93.45

ＲＯＥ 3.4% 5.3% 8.4% 9.1%

前年度比増減

売上高
経常利益率

税金等調整前
当期純利益
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連結セグメント別売上高・営業利益

2011年度
実績

2012年度
実績

2013年度
実績

2014年度
実績

前年度比
増減

売上高 29,690 30,045 33,505 35,757 2,252
営業利益 1,797 2,652 4,396 6,563 2,166
売上高 27,341 27,085 31,122 30,009 ▲ 1,113
営業利益 3,560 3,036 4,388 3,827 ▲ 561
売上高 23,065 23,695 23,562 23,003 ▲ 558
営業利益 3,699 3,928 4,170 4,200 29
売上高 5,099 5,677 6,269 5,833 ▲ 436
営業利益 350 366 267 224 ▲ 43
売上高 ▲ 434 ▲ 406 ▲ 703 ▲ 770 ▲ 67
営業利益 ▲ 5,130 ▲ 5,463 ▲ 5,235 ▲ 5,517 ▲ 281
売上高 84,762 86,097 93,758 93,833 75
営業利益 4,277 4,520 7,988 9,298 1,310

火災報知設備

計

消火設備

保守点検等

その他

消去または
全社
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火災報知設備

○売上高： 前年度比 6.7%増

［セグメント別情報］

営業利益

売上高

2013年度 2014年度2011年度 2012年度

○営業利益： 前年度比 49.3%増

○主要営業品目

➢ 火災報知設備

➢ 防火・防排煙設備

➢ ガスもれ警報設備

➢ 非常用放送設備

➢ 避難誘導設備

➢ 住宅防災システム

➢ 環境監視システム
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［セグメント別情報］

売上高

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

営業利益

○売上高： 前年度比 3.6%減

○営業利益： 前年度比 12.8%減

○主要営業品目

➢ スプリンクラーなど消火設備

➢ プラント防災システム

➢ トンネル防災システム
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保守点検等
［セグメント別情報］

売上高

営業利益

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

○売上高： 前年度比 2.4%減

○営業利益： 前年度比 0.7%増

○主要営業品目

➢ 各種防災機器に係る

保守点検・補修業務
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その他
［セグメント別情報］

売上高

営業利益

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

○売上高： 前年度比 7.0%減

○営業利益： 前年度比 16.1%減

○主要営業品目

➢ 駐車場車路管制システム
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2013～2015年度中期経営計画
「project27‐輝く創立１００周年に向けて‐」

ビジョン

３つのキーワード「商品力」「人材力」「組織力」で

“輝く企業”を目指す。

施 策 １．収益力の強化
２．リニューアルの強化
３．サービスビジネスの強化
４．海外事業の拡大
５．連結経営の強化
６．物づくり機能強化と迅速な市場投入
７．生産･物流のＱ･Ｃ･Ｄ競争力強化
８．人材育成の強化
９．ＣＳＲの強化
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2013～2015年度中期経営計画
「project27‐輝く創立１００周年に向けて‐」

施 策

１．収益力の強化
①基幹事業の体質強化
②増収増益基調の確保
③販管費率の低減

２．リニューアルの強化
①提案営業の強化
②代理店等への支援強化

３．サービスビジネスの強化
①メンテナンスの拡大
②顧客密着によるサービス力の強化

４．海外事業の拡大

５．連結経営の強化
・グループの連携強化および目標管理の充実

６．物づくり機能強化と迅速な市場投入
①基礎技術や基礎研究の着実な導入と推進
②営業戦略と連携した研究･開発
③新商品の迅速な市場投入および商品として
の育成

７．生産･物流のＱ･Ｃ･Ｄ競争力強化

８．人材育成の強化

９．ＣＳＲの強化
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2015年度 業績予想の概要

■ 業績予想

■ 配当予想

１株につき中間１０円、期末１０円の年間２０円。

市場環境は回復傾向。

⇒ ５期連続の増収増益 ＋ 初の連結売上高1,000億円
を目指す。

労務費の上昇や原材料価格の高騰等が引き続き懸
念される状況。



－12－

2015年度 連結業績予想

実績 売上高比 実績 売上高比 予想 売上高比 増減額 増減率

売上高 93,758 － 93,833 － 100,000 － 6,166 6.6%

売上総利益 29,043 31.0% 30,001 32.0% 30,550 30.6% 548 1.8%

販管費 21,054 22.5% 20,702 22.1% 21,100 21.1% 397 1.9%

営業利益 7,988 8.5% 9,298 9.9% 9,450 9.5% 151 1.6%

経常利益 8,346 8.9% 9,544 10.2% 9,550 9.6% 5 0.1%

8,214 8.8% 9,496 10.1% 9,480 9.5% ▲ 16 ▲ 0.2%

当期純利益 4,814 5.1% 5,635 6.0% 5,850 5.9% 214 3.8%

１株当たり
当期純利益 （円） 79.83 93.45 97.01

ROE （％） 8.4 9.1 9.1

税金等調整前
当期純利益

2013年度 2014年度 2015年度 前年度比増減
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連結セグメント別売上高・営業利益予想

2013年度
実績

2014年度
実績

2015年度
予想

前年度比
増減

売上高 33,505 35,757 37,620 1,862
営業利益 4,396 6,563 6,585 22
売上高 31,122 30,009 35,214 5,204
営業利益 4,388 3,827 4,619 791
売上高 23,562 23,003 22,281 ▲ 722
営業利益 4,170 4,200 3,760 ▲ 440
売上高 6,269 5,833 5,656 ▲ 177
営業利益 267 224 182 ▲ 42
売上高 ▲ 703 ▲ 770 ▲ 771 ▲ 0
営業利益 ▲ 5,235 ▲ 5,517 ▲ 5,696 ▲ 178
売上高 93,758 93,833 100,000 6,166
営業利益 7,988 9,298 9,450 151

火災報知設備

計

消火設備

保守点検等

その他

消去または全社
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注意事項

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通し
は、能美防災およびグループ各社の現時点で入手可能な情
報に基づいており、この中には潜在的なリスクや不確定要素
も含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需
要動向等により、これらの業績見通しと大きく異なる可能性
があることをご承知おきください。


